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イベント発生の時刻・空間位置の知覚アルゴリズムの創出.
脳はイベントの発生時刻、発生場所をどのようにして知ることが
できるだろうか？しかも脳は複数の音を同時に聞いた時でも、
識別できる.
本研究では神経細胞（ニューロン）がパルスを発振し、多数の
ニューロンが協調して基準時計を脳内に形成し、それに合わせて
高度な演算を行うことで、それが可能であることを明らかにしつつ
ある．
この成果を基に、液面計測システムの実用化を進めている．
さらに、本研究では大容量データを短時間に低消費で処理できる
機構が存在すると考え、その数理的解明を進めている.
複雑大容量データの低消費、高能率、高速処理法の研究.
